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＊ご入学
にゅうがく

・ご進級
しんきゅう

おめでとうございます！＊ 

 学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

は、子
こ

どもたちの成長
せいちょう

を第一
だいいち

に、必要
ひつよう

な 

エネルギー量
りょう

や栄養
えいよう

のバランスを考慮
こうりょ

し、旬
しゅん

の食材
しょくざい

 

や地場
じ ば

産物
さんぶつ

を取
と

り入
い

れて作
つく

っています。 

 また、安心
あんしん

・安全
あんぜん

な給 食
きゅうしょく

を提供
ていきょう

できるように、 

衛生
えいせい

管理
か ん り

など細心
さいしん

の注意
ちゅうい

を払
はら

っています。 

 １年間
ねんかん

、どうぞよろしくお願
ねが

いします。 

≪学校
が っ こ う

給食
きゅうし ょく

について≫ 
学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

は、「学校
がっこう

給 食 法
きゅうしょくほう

」に基
もと

づき教育
きょういく

活動
かつどう

の一環
いっかん

として実施
じ っ し

されるものです。成長期
せいちょうき

にあ

る児童
じ ど う

・生徒
せ い と

の心身
しんしん

の健全
けんぜん

な発達
はったつ

のため、栄養
えいよう

バランスのとれた食事
しょくじ

を提供
ていきょう

し、望
のぞ

ましい食 習 慣
しょくしゅうかん

と食
しょく

に関
かん

する実践力
じっせんりょく

を身
み

につけさせるための重要
じゅうよう

な教材
きょうざい

としての役割
やくわり

も担
にな

っています。 

＜４月
が つ

の給食
きゅうしょく

目標
も く ひ ょ う

＞ 

給食
きゅうしょく

の決
き

まりを守
ま も

り、楽
た の

しく食事
し ょ く じ

をしよう！ 

栄養士
えいようし

 鈴木
すずき

 瑞
みず

希
き

 と 

フジ産業
さんぎょう

（株
かぶ

）の調理員
ちょうりいん

８名
めい

で 

安全
あんぜん

・安心
あんしん

で美味
お い

しい給 食
きゅうしょく

を作
つく

ります！ 

 子
こ

どもは成長
せいちょう

するにつれ、自分
じ ぶ ん

の食
た

べるものを選
えら

んだり、調理
ちょうり

したりする機会
き か い

が 

増
ふ

えていきます。大人
お と な

になってからも健康
けんこう

に過
す

ごすには、子
こ

どものうちから望
のぞ

ましい

食
しょく

習慣
しゅうかん

を身
み

につけることが大切
たいせつ

です。ご家庭
か て い

でもご助言
じょげん

などをお願
ねが

いします。 

保護者
ほ ご し ゃ

の皆様
み なさま

へ 

食事
しょくじ

について正
ただ

し

い理解
りかい

を深
ふか

め、健全
けんぜん

な食
しょく

生
せい

活
かつ

を 営
いとな

む判断力
はんだんりょく

や望
のぞ

ましい食
しょく

習 慣
しゅうかん

を 養
やしな

う。 

明
あか

るい社会性
しゃかいせい

と協 同
きょうどう

の精神
せいしん

を養
やしな

う。 

食 料
しょくりょう

の生産
せいさん

、流 通
りゅうつう

及
およ

び消費
しょうひ

について、正
ただ

しく

理解
りかい

する。 

伝統的
でんとうてき

な 食
しょく

文化
ぶんか

を

理解
りかい

する。 

食生活
しょくせいかつ

が多
おお

くの人々
ひとびと

 

の勤労
きんろう

に支
ささ

えられている 

ことを理解
りかい

し、感謝
かんしゃ

する。 

自然
しぜん

の恩恵
おんけい

への理解
りかい

を

深
ふか

め、生命
せいめい

、自然
しぜん

を尊 重
そんちょう

する精神
せいしん

や環 境
かんきょう

の保全
ほぜん

に

寄与
き よ

する態度
たいど

を 養
やしな

う。 

適切
てきせつ

な栄養
えいよう

の摂取
せっしゅ

による健康
けんこう

の保持
ほ じ

増進
ぞうしん

。 

※「学校
がっこう

給 食 法
きゅうしょくほう

」第
だい

2 条
じょう

より抜粋
ばっすい

・要約
ようやく

 


